
両参り

移動区間 雲樹寺 清水寺

車5分

自転車15分

徒歩30分

松江から約40分（国道9号）　　米子から約20分（国道9号）

中国自動車道・米子自動車道・山陰道

3時間30分

自動車で

大 阪 安来IC

岡山自動車道・米子自動車道・山陰道

2時間30分
岡 山 安来IC

広島自動車道・中国自動車道・松江自動車道・山陰道

3時間10分
広 島 安来IC

アクセス

安来市観光協会

お問い合わせ

両寺院オリジナル
御朱印台紙

※特別御朱印料は別途となります

※なくなり次第終了となります

1,500円
（税込）

YASUGI

KIYOMIZUDERA

UNJYUJI

レンタサイクル案内
安来駅隣接「安来市観光交流プラザ」で自転車を貸し出しています。

定休日 12月31日・1月1日

電話番号 0854-23-7667（安来市観光協会/8:30～17:00）

貸出時間

料　金

4月～8月 8:30～18:00 9月～3月 8:30～17:00

普通自転車
4時間500円

以降1時間毎＋100円

電動アシスト付
4時間1,000円
以降1時間毎＋200円

清
水
寺
と

雲
樹
寺
の

両
参
り

清水寺、または雲樹寺に

お参りします。特別御朱

印と限定御朱印台紙を

ご購入ください。

もう一方のお寺にお参りし、

特別御朱印をご購入くださ

い。両寺院に参ることで福を

めぐらせましょう。

限定御朱印台紙などに2つの特別

御朱印を並べてお貼りください。

両寺院の「鬼と天女の福めぐり」

御朱印が完成！

福めぐりの手順

両
寺
院
の
御
朱
印
を
集
め
て

福
を
め
ぐ
ら
せ
よ
う

安来IC

山陰道

道の駅
あらエッサ

中海
ふれあい
公園

総合文化ホール
アルテピア

清水寺

雲樹寺

安来駅

9

9

島根県 安来市

〒692-0011

島根県安来市安来町2093-3 (観光交流プラザ内)

電話番号：0854-23-7667 安来　観光 検索

外
か
ら
の
邪
気
を
払
う
鬼
大
師
と
、

内
へ
の
幸
福
を
運
ぶ
天
女
。

見
た
目
は
相
反
す
る
鬼
と
天
女
で
す
が
、

ど
ち
ら
も
幸
運
を
導
く
存
在
で
す
。

両
寺
院
を
参
る（
巡
る
）こ
と
で

良
運
を
引
き
寄
せ「
福
」を

巡
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

鬼
の
清
水
寺
、

天
女
の
雲
樹
寺

両
参
り
で
福
め
ぐ
り

瑞
光
山

清
水
寺

瑞
塔
山

雲
樹
寺

「鬼と天 の福めぐり」限定



禅
宗
庭
園

開
山
堂

薬
師
寺

不
動
堂

四
脚
門

方
丈

仏
殿

山
門

庫
裡

酒断ち地蔵

中国観音霊場
第二十七番

P

納
経
所

御
朱
印

喫
茶 

麻
世

ゆ
う
心

松
琴
館

遠
藤
瑞
泉
堂

紅
葉
館

三
重
塔 根

本
堂

御
朱
印

光
明
閣

蓮
乗
院 千

年
杉

清
水
稲
荷
社

宝
物
館

P

雲樹寺

天
女
の
云
わ
れ

真
の
幸
せ
と
は
、
心
が
在
る
こ
と
の

有
り
難
さ
。
朝
鮮
鐘
に
刻
ま
れ
て
い
る

天
女
は
、楽
器
を
奏
で
る
こ
と
で
目
に

見
え
ぬ
真
の
幸
せ
を
音
に
乗
せ
、心
の
内

に
運
ぶ
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

天
女
が
拝
観
で
き
る
場
所

高
麗
文
化
の
天
女
奏
楽
の
文
様
が
刻

ま
れ
た
朝
鮮
鐘
は
、
開
山
堂
に
て
拝
観

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
５
０
０
円
）
。

清

水

寺

と

雲

樹

寺

の

両

参

り

で

福

を

め

ぐ

ら

せ

よ

う

安来市清水町528 

� 0854-22-2151

P  あり

￥ 特別御朱印／500円

清水寺

安来市清井町281

� 0854-22-2875　 P  あり

￥ 拝観料／大人 500円

　特別御朱印／500円

雲樹寺

鬼
大
師
の
云
わ
れ

世
に
疫
病
が
流
行
っ
た
時
代
、

人

々
を

守

る
た
め
に

僧

侶
の

お
大
師
様
が
鬼
の
姿
に
な
り
災
厄

か
ら
救
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

鬼
大
師
は
、
悪
い
も
の
が
寄
っ
て

こ
な
い
よ
う
外
へ
向
け
て
邪
気
を

祓
う
存
在
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

鬼
大
師
の
厄
ば
ら
い
お
札

「
鬼
大
師
の
お
札
」は
祈
祷
を
受
け
て

い
た
だ
い
た
方
へ
お
授
け
し
て
い

ま
す
が
、根
本
堂
内
で
も
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
３
０
０
円
）
。

お

に

だ

い

し

用
明
天
皇
二
年
（
西
暦
５
８
７

年
）尊
隆
上
人
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
た
天
台
宗
寺
院
で
、「
厄

ば
ら
い
の
寺
」と
し
て
古
く
か
ら

信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
万
坪

の
境
内
に
は
根
本
堂
（
重
要

文
化
財
）
や
三
重
塔
（
県
指
定

文
化
財
）
、
寺
宝
を
収
め
る

宝
物
館
な
ど
多
く
の
堂
宇
が

点
在
し
、
精
進
料
理
を
味
わ
え

る
旅
館
も
あ
り
ま
す
。
歴
史
や

季
節
を
五
感
で
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
寺
院
で
す
。

根本堂

御本尊の十一面観世音菩薩様が

祀られており、清水寺の中心となる

お堂です。

清水稲荷社

今でも鳥居が奉納されて、稲荷社へと

続く参道が荘厳な姿を取り戻しつつ

あります。

後
醍
醐
天
皇
・
後
村
上
天
皇
の

勅
願
寺
で
、
元
亨
二
年
（
西
暦

１
３
２
２
年
）
に
孤
峰
覚
明

（
三
光
国
師
）
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
た
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の

寺
院
で
す
。
開
山
堂
に
は
重
要

文
化
財
で
あ
る
日
本
最
古
の

朝
鮮
鐘
が
収
め
ら
れ
、
ま
た

山
門
の
正
面
上
部
に
は
後
醍

醐
天
皇
の
直
筆
「
天
長
雲
樹
興

聖
禅
寺
」が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

住
職
の

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

住
職
の

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

高足回廊

方丈と開山堂をつなぐ回廊。元禄の庭

と瑞雲苑両方を堪能でき、記念日の

写真撮影にも最適です。

開山堂

雲樹寺を開いた、孤峰覚明禅師の為

のお堂。後醍醐天皇と後村上天皇、

日本最古の朝鮮鍾も祀られています。

清
水
羊
羹

遠藤瑞泉堂

TEL.0854-22-3349

深田豊隆堂

TEL.0854-22-3348

西村堂

TEL.0854-22-2961

（有）黒田千年堂

TEL.0854-22-2560

名
物
の
清
水
羊
羹
は
、
精
進
料
理
の
一
品
と

し
て
生
ま
れ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の

銘
柄
も
小
豆
・
寒
天
・

砂
糖
な
ど
シ
ン
プ
ル

な
原
材
料
で
、
添
加

物
は
不
使
用
。４
銘
柄

そ
れ
ぞ
れ
で
微
妙
に

味
や
食
感
が
異
な
り

ま
す
。

特
別
御
朱
印
が
押
さ
れ
る
和
紙
は
、
安
来
市

広
瀬
地
区
で
作
ら
れ
て
い
る
「
広
瀬
和
紙
」

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

上
質
な
手
す
き
和
紙

と
し
て
江
戸
時
代
か

ら
伝
承
さ
れ
る
伝
統

工
芸
品
で
す
。

清
水
寺

精
進
料
理

清
水
寺
の
境
内
に
は
、
精
進
料
理
の
お
食
事

処
が
３
箇
所
あ
り
ま
す
。
肉
・
魚
な
ど
動
物

性
の
食
材
を
使
用
せ
ず
、
野
菜
・
豆
・
穀
類
を

工
夫
し
て
調
理
し
て
い
ま
す
。
名
物
は
、
各

店
手
作
り
の「
ご
ま
豆
腐
」と「
う
れ
し
の※

」
。

そ
の
他
、
イ
カ
刺
し
、
う
な
ぎ
な
ど
を
模
し
た

一
品
も
あ
り
日
常
で
は
味
わ
え
な
い
食
事
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※

和
が
ら
し
を
紫
蘇
で
包
み
、
砂
糖
に
漬
け
込
ん
だ
も
の
。

出雲路の宿 松琴舘

TEL.0854-22-2002

境内の宿 紅葉館

TEL.0854-22-2530

清水茶屋 ゆう心

TEL.0854-23-1100

喫茶 麻世

TEL.0854-22-5309

清水寺周辺

お食事処

島根県ふるさと伝統工芸品

広
瀬
和
紙

福
め
ぐ
り
特
別
御
朱
印

瑞
光
山

清
水
寺

瑞
塔
山

雲
樹
寺

黒
田
千
年
堂

深
田
豊
隆
堂


